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研究主題 

「筋道を立てて考え、表現する児童の育成」 

～活用する力をはぐくむ学習課題の工夫を通して～ 

Ⅰ 主題設定の理由（省略） 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 算数科の学習において、筋道を立てて考え、表現する児童を育てるために、活用力をはぐくむ学

習課題を工夫し、その有効性を実践を通して明らかにする。 

 

Ⅲ 研究仮説 

【仮説１】 習得した知識・技能を活用する場に，日常生活と関連した活用力をはぐくむ学習課題

を工夫すれば、児童は習得した知識・技能を活用しながら筋道を立てて考え、表現する

ことができるであろう。 

【仮説２】 個別解決の場において学習課題を解決するために必要な算数的活動を仕組んだり、集

団解決の場において一人一人の考えを分かりやすく伝え合う場を工夫したりすることに

よって，児童は自分の考えを明確にしたり深めたりすることができるであろう。 

 

Ⅳ 研究主題に対する基本的な考え（省略） 

 

Ⅴ 研究内容 

１ 指導計画の工夫 

１単位時間の学習指導過程を右図のように６つの段階に

分けることで、各段階のねらいを明確にし、教師が活用と

習得の場面を意識して授業を行うことができると考えた。

また、学習形態を意図的に工夫し、個ではじっくり考えさ

せ、ペア・グループでは自分の考えを説明したり、相手の

考えを自分の言葉で説明したりするなど、算数的活動を充

実させることで、児童は数学的な考え方をもち、思考を広

げていくことができると考える。 

そこで、自分の考えを判断したり表現したりすることで、児童は算数のよさを感じ、活用する

力や学ぶ意欲などを高めていくことができると考えた。 

活用する力をはぐくむためには、各段階において「児童の活用しようとする意識」が大切であ

る。その内容に沿って授業を構築していくことで、活用する力を育む授業の流れがつかみやすく

なる。そこで、に各段階における指導例と児童生徒の活用しようとする意識、そして、活用と習

得の類型を下図にように考えた。 

段階 指導例 児童の意識の流れ 類型 

気付く ・既習の事項を確認したり、本時の学習

へのヒントとなるような前時の復習を

したりする。 

・前時に学習したことを思い出し

た。 

習得 

つかむ ・本時の学習課題を提示する。 

・学習内容に関連するアイディアやアイ

テムを知らせる。 

・今日の学習課題は、これか。 

・昨日の問題と少し違うぞ。 

 

見通す ・個々で考える時間をとる。 

・互いの考えや予想を出し合い、吟味さ

・どうやって解くのだろう。 

・昨日、習ったことを使えば、解

活用 
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せる。 

・問題を解かせながら、解決の糸口や解

決方法へのヒントを伝える。 

けそうだ。 

解決する ・自力解決のための時間を確保する。 

・自分の考えをまとめさせる。 

・なんとか解けそうだ。 

・解けたから、誰かに教えたい。 

・あれっ、うまくいかないぞ。 

・解けないから、誰かに教えてほ

しい。 

活用 

習得 

深める ・互いの考えを伝え合う場を設ける。 

・ペアやグループの形態をつくり、互い

の考えや予想を伝え合ったり、教え合

ったりしながら、相互の考えを理解さ

せる。 

・理解が不十分な箇所をチェックさせ、

質問させる。 

・自分の解き方は正解だ。 

・いろいろな解き方があるんだ。 

・○○さんと□□さんの解き方は

似ているな。 

・△△さんの解き方が一番分かり

やすいな。今度は、この解き方

で解いてみよう。 

活用 

習得 

広げる ・学習を振り返る場を設ける。 

・本時で学習したことを利用した適用問

題を解かせる。 

・自己評価をさせ、学習内容の把握状況

を確認する。 

・理解が不十分な箇所を次時の導入段階

で復習することを伝える。 

・今日の勉強で◇◇が分かった。 

・今日勉強したことを使えば、こ

の問題も解けるぞ。 

活用 

習得 

２ 活用する力を育む問題の工夫 

活用する力を育むためには、習得した知識・技能を活用する問題を指導計画の中に位置付けて、

授業を展開することが必要であると考える。そして、活用する力を育む問題を次のような点に留

意して作成していく。 

( 1 ) 活用する力を育む問題の基本的な考え方 

活用する力を育む問題とは、習得した知識・技能を活用して、思考力、判断力、表現力等を

育むことを目的とした問題であり、必要な情報を取り出したり、根拠をもって考えたり、自分

の考えを説明したりする等の言語活動に取り組めるような内容と考える。 

( 2 ) 活用する力を育む問題の作成 

問題の作成に当たっては、学習指導要領や全国学力・学習状調査Ｂ問題作成の４観点を基に、

教科書の問題を活用したり日常生活に関連した問題を作成したりして授業を展開していくこ

とが重要であると考える。全国学力・学習状況調査Ｂ問題作成の４観点は次のように設定され

ている。 

【全国学力・学習状況調査Ｂ問題作成の４観点】 

観点１ 物事を数・量・図形などに着目して観察し的確にとらえること 

観点２ 与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択したりすること 

観点３ 筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること 

観点４ 事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすること 

ア 教科書の問題の活用 

教科書の問題に記載されている実物を用いたり図形に着目させたりするなど、児童生徒の

活用する力を育む視点から教科書の問題を見直し、授業を展開していくことが重要であると

考える。 

イ 日常生活に関連した問題の作成及び活用 

日常生活に関連した問題を新たに作成し、指導計画の中に位置付けていくことも活用する

力を育む上で重要であると考える。そうすることで、児童生徒の学習力を高めるとともに、
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学力向上委員会 

・授業改善への提言 

・活用力育成の焦点化 

・発展的な学習内容の提示 

・家庭学習の内容の作成 

・家庭学習の手引きの改善 

など 

研修企画委員会 ※月に１回程度開催 

○構成……校長・教頭・教務主任・研修主任・研修副主任・
学力向上主任・各学年研修企画委員 

○内容 

・研究の基本概念など研究全般に関する原案作成・提案 

・先進校の事例などの収集 

・学力向上委員会との連携及び連絡調整 

・学年ブロック部会及び各学年部会との連携及び連絡調整 

研修全体会  ※月に１回程度開催 

・研究全般に関する協議・決定 

・研究に関する情報交換及び共通理解 

・研究内容の吟味 

校長（指導・助言） 

教頭（指導・助言） 

学年ブロック研修会・学年研修会 

・児童の実態に応じた具体的な計画の原案作成・提案 

・研究内容の検討 

・研究授業指導案などの原案作成・検討・提案 

・研究授業などの授業実践 

・授業等を通した研究の推進 

活用することのよさを実感させることができると考える。 

３ 言語活動を通して、算数のよさに気付かせるための支援 

○ 「はばたく群馬の指導プラン」を参考にした算数的活動の工夫 

○ 考えを深めるための支援の工夫 

・ペアやグループ，全体発表など、考えを伝え合う形態の工夫をする。なぜその形態を取り入

れるのか，どのように取り入れるのか，意図と場面を明確にする。 

（形態の工夫の例）・席が隣同士のペア 

・席が近くの３～４人の児童のグループ 

・課題解決が終わった児童と課題解決が終わっていない児童のペア 

・課題解決が終わった児童のグループ 

（意図の明確化の例）・分からないところを教え合う 

・互いの考えを伝え合って類似点や相違点を考える。 

・効率化・明瞭化・一般化などの視点から「よりよい考え」を探る。 

（場面の明確化の例）・リレー方式で発表する。 

・友達の考えを別の児童が説明する。（式や図だけを発表し，別の児童

が考え方を説明する。違う考え方をした児童が，説明をする。など） 

・効率化・明瞭化・一般化などの視点から、よりよい解決策課題を解決する方法を練り上げて

いくために、適用問題に取り組んだり日常生活の場に活用したりする場を設ける。 

○ 「比べる」「分類する」「関連づける」「視点を転換する」「考えをつくり直す」など、生徒の

思考の過程がわかるようなワークシートや振り返りカードの作成。 

４ 自ら学習する児童を育成するための基盤作り 

○ 理解した新しい知識・技能を活用する時間や場の確保 

○ 安心して発言できる学年・学級の人間関係（教師－児童、児童－児童）の構築 

○ 学習ルールの徹底 

○ 「家庭学習の手引き」の活用や家庭への啓蒙 

○ 宿題の出し方の工夫 

 

Ⅵ 研修の方法 

１ 研究組織 
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２ 研修計画  ※学力向上委員会の計画を含む 

学期 活 動 等 の 予 定 

１
学
期 

・研究主題・副主題，研究組織，研究の方向性、学力向上計画等の検討・決定 

・前期指導主事訪問 

・校内研修に関わる児童アンケートの実施・集計・考察 

・児童アンケートの結果をもとにした課題の明確化 

・研究計画の策定及び研究の具体的な内容の焦点化 

・活用力テストの問題作成の在り方や採点基準等について 

２
学
期 

・Ｈ２７年度全国学力学習状況調査の分析及び成果と課題 

・後期指導主事訪問 

・特別支援教育にかかわる研修 

・校内公開授業－活用力を育む授業－ 

・校内研修に関わる職員及び児童アンケートの実施・集計・考察 

３
学
期 

・今年度の研修の成果と課題 

・次年度の研修の方向性 

・研修のまとめ 

 

３ 検証計画 

研究仮説 検証の視点 検証の場と方法 

【仮説１】 

習得した知識・技能を活用する場に，日常生活

と関連した活用力をはぐくむ学習課題を工夫

すれば、児童は習得した知識・技能を活用しな

がら筋道を立てて考え、表現することができる

であろう。 

習得した知識・技

能を活用しながら

筋道を立てて考え、

表現することがで

きたか。 

○習得した知識 

○技能を活用する場 

・観察 

・ワークシート、ノート 

・児童の自己評価 

・児童アンケート 

【仮説２】 

 個別解決の場において学習課題を解決する

ために必要な算数的活動を仕組んだり、集団解

決の場において一人一人の考えを分かりやす

く伝え合う場を工夫したりすれば，児童は自分

の考えを明確にしたり深めたりすることがで

きるであろう。 

自分の考えを明

確にしたり深めた

りすることができ

たか。 

○個別解決の場 

○集団解決の場 

・観察 

・ワークシート、ノート 

・児童の自己評価 

・児童アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 5 - 

 

Ⅶ 全体構想図 

温かい学級・学校の雰囲気・互いを認め合い高め合う学級の雰囲気・家庭学習の習慣 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

保護者の願い 

地域の願い 

教師の願い 

学校教育目標 

郷土綿打を愛し，豊かな心とたくましい体をもち，自分

から何事にもチャレンジする「綿っ子」を育てる 

具体目標 

（１）自分も友だちも大切にできる，思いやりのある子 

（２）進んで学び，よく考える子 

（３）心も体も健康で，夢や希望をもってがんばる子」 

児童に育てたい力 

○自ら学ぶ力 ○活用する力 ○筋道を立てて考える力 ○問題解決力 

○コミュニケーション能力 ○人間関係形成能力 

校内研修を通して目指す児童像 

○問題を解決しようと、粘り強く取り組むことができる児童 

○学習したことを生活の中で活かすことができる児童 

○見通しをもち、筋道を立てて考えることができる児童 

○自分の考えをもち、わかりやすく伝えることができる児童 

○自他の考えを大切にしながら、考えを練り上げることができる児童 

研究主題 

「筋道を立てて考え、表現する児童の育成」 

～活用する力をはぐくむ学習課題の工夫を通して～ 

自分の思いや考えを深める 

自分の思いや考えをもつ 

＜適用・発展＞ 

考えのよさを自覚する 

考えを評価・改善する 

考えを一般化する 

＜自力解決＞ 

算数的活動をする 

既習事項を活用する 

既習事項の定着 

思考力 

判断力 

表現力 ＜課題解決の見通し＞ 

情報を整理する 

情報を選択する 

情報を関連づける 

＜課題との出会い＞ 

学習への意欲をもつ 

課題発見する 

課題を設定する 

課題を感じる 

＜まとめ・振り返る＞ 

活用する力の深化 

知識や技能の深化 

新たな課題の発見 

 

＜練り上げ・討論＞ 

明瞭・簡潔に表現する 

論理的に思考する 

自他の考えを理解する 

学ぶ意欲を高める 

確かな学力 豊かな人間


